
                 

カバーエリア

建物内外もカバー可能
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 マイクロ波帯の無線通信信号を用いることによって，高精度 

な空間センサを実現するとともに．チャネル変動解析によっ 

て高齢者等の人物の存在有無や生体反応を検出し，異常時に 

通報するシステムを実現します．本研究は無線通信等に用い 

られるマイクロ波を用いて，人体に直接センサを搭載せずに 

人の移動の検出や健康状態の管理を実現することを目的とし 

ています．                   
本研究では，マイクロ波が物陰などへも伝搬するという特徴を利用し，高齢者がセンサを携帯し

ていなくても，人物の存在有無等を検出できる空間センサを実現することを目的としています．さ

らに人体からのドプラ信号を同定し解析を行うことで人物の存在有無だけではなく心臓の鼓動など

の生体活動を検出しその異常を通報するシステムを実現することが可能です．本研究の特徴は大き

く分けて三つあります．①図 1 に示すように所望のカバー

（検出対象）エリア内に送信局と受信局を離して配置する

こと，②各送受信機に複数のアンテナ用いることによって

アンテナ間の伝搬チャネルの位相情報を利用すること，③

得られたチャネル情報の波形解析を行い，平常時のチャネ

ルを学習することです． 

波形特徴の学習によって，敷地外由来のチャネル変動要素

を排除し，カバーエリア内のチャネル変動のみを検出する

こともでき，これにより突然の生体活動停止（心肺停止）

や深夜の徘徊を検出することも可能です． 

 

 

医療分野，高齢者介護施設における徘徊検出，一人暮らし高齢者の安否確認 
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